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理 科の 伝道師と して の 専 門性 と実践 力を支援 す る教 員養成 プ
ロ グラム の 推進 （1）一 初級 CST養成 プロ グラム の 実践 を例 に 一
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1　 問題の 所在
　 小 学校理 科教育実 態調査 に よ る と ， 小 学
校の 学級担任 とし て 理 科 を教 える教員 で，理
科全般 の 内容 の 指導が 「苦手 」か 「やや 苦 手 1
と感 じる割合 が 約 5 割で あ る。理科 の 実験や
観察に つ い て の 知 識 ・技能 は， 「低 い 」 ま た

は 「やや低 い 」 と感 じ る割合が約 7 割 とな っ

て い る
t）1）

。 ま た ，中学校理 科教師実 態調査

に よれ ば，中学校理科教員 で 地学分野 に つ い

て の 「苦手 」 か 「やや 苦手 」 と感 じ る 割合が

約 4 割 と高 くな っ て い る 。 理科 の 実験や観察
に つ い て の 知識 ・技能は 「低 い 」 また は 「や
や低い 」 と感 じる割合が約 3 割 と報告され て

い る
3）
。今後 ， 大学 と県教 育委員会が よ り

・一

層連携協力 して ，小学校及 び 中学校で 中心 的
な リ

ーダー
と し て活躍で き る中核的な 人材 を

養成す る こ と に よ っ て ，小学校及び中学校 の

教員 の 理 科教育 にお ける 高 い 専門性 と豊か な
指導力の 向上 を図 り，質 を保証 し て い くこ と
が望 ま れ る 。

2 　 研究 目的
　本 研 究 で は ，小 学校お よび 中学校に お い

て 理 科の 伝道 師 とな り得 る専門的な理科 の 知
識 や 技能 を 習得 し

， 実践的 な指導力 を よ り
一

層 充実す る こ とを支援す る 教員養成 プ ロ グ ラ
ム を開発 し ，高 い 専門性 と豊 か な指導力 を有
す る質 の 高い 教員 を保 証す る こ とをね らい と
する 。

3　 本学教育 学部に おける 初級 CST養 成 プ ロ

　　 グ ラ厶 の 実践
（1 ）対 象　理科教育分野 所属学生
（2 ）初級 CST 養成 プ ロ グ ラ ム

　 1年次 〜 4 年次 の 4 年 間 で ，学部カ リキ ュ

ラム 以外 に 以下 の プ ロ グ ラ ム を推 進す る （図
1）。

○理科教員 に必要 な基礎実験 力初歩実験技術
　習得 講座

　学校 現揚 と直結す る理 科学習の 課 題 と ， 具
体的な授業展 開の 各場面にお ける，理科 教師
とし て理解 を深 め，身に付 けて お きた い 基本
的な対応 の 在 り方 とそ の 心得 を修得す る と と

もに ，学校周 辺 の 自然 の 観察 と教材化 を通 し

て ，指導力 の 向 上 を 図 る v

O 小 学校 ・中学校理 科 フ ィ
ー

ル ド研修
　小 学校 及び 中学校で 理 科 の 臨床 実習を 体験
す る こ とに よ っ て ，理 科授業 を展開す る理科
教員 と して の 基礎力 を養 う。

○最新の 科学情報
　最先端 の 自然科学 の 内容 を学ぶ こ と に よ っ

て ，理 科教育にお ける 高度な専門性を修得す
る 。

（3 ）質 を保証す る評価 プ ロ グ ラ ム

02 年次認 定試 験
　中学校履 修程度 の 内容 が 習得 され て い るか

ど うか を評価す る。
03 年次認 定試験
　 中学校免許敢得 に必 要な必修科 目 の 内容が

習得 され て い るか ど うか を評価する 。

04 年次認 定試 験
　卒業後 に小 学校及 び 巾学校で 理 科の 授 業を

実践す る に 必要な基礎 的な力量が 習得 で きて

い る か ど うか を評価す る 。
　上 記 は い ず れ も教職 実践 演習 の ね ら い の 達

成 と密接 に 連動 させ て い る。
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